
カーテン 取扱説明書



取扱い上の注意 お手入れ

お願い
■取扱い説明をよくお読みのうえご使用ください。
　この取扱説明書は大切に保管してください。
■カーテンにぶら下がらないでください。カーテンが
はずれて思わぬ事故の原因となります。

■日当たり状況など使用環境によっては商品の劣化
が早く進み、繊細なレースは引裂など発生する場合
があります。

たたみシワについて

日常のお手入れ
■カーテンの汚れは、空気中のホコリ、また手あかや
煙草・調理の煙などが原因です。いずれも時間が
たつと落ちにくくなります。特にヒダの折山やタッセ
ルでしばった部分はホコリがたまりやすいもので
す。カーテンの表面に軽く掃除機をかけたり、カー
テンをはずしてふとんのようにたたいてホコリを落
とすなど、普段から心掛けてください。

お洗濯について
■カーテンは素材や加工法によって洗濯方法が異な
ります。取扱い絵表示ラベルはカーテンに縫いつけ
てありますので、内容をよくお確かめの上、お洗濯し
てください。
■薄手のカーテン・レースなどは少なくとも年 2 回、
ドレープカーテンなどは 2 年に 1 回のお洗濯をお
すすめします。長い間洗濯をしないと汚れが落ちに
くくなるだけでなく繊維が劣化し裂けたりする恐れ
がありますのでご注意ください。

クリーニングに出す場合の注意
■トラブルを防止するため、信用のおけるクリーニン
グ店を選びましょう。
■フックは必ずはずして出すようにしましょう。
■クリーニングに出す前に必ず、寸法と絵表示につい
て、双方で確認してください。
■特に注意をしなければならないカーテンの場合
は、念入りに洗いかたの確認をしてください。

・裏地に特殊な加工をしているもの。
・モールヤーン使用のカーテン。
・ケースメントや目の粗いレースカーテン。
・ウェイトテープ入りカーテンなど。
・天然繊維（綿・麻など）が入っているもの。

においについて
■カーテンに使用している繊維の中には、独特なニオ
イを発するものがありますが、人体への影響はあり
ません。また臭気は時間とともに薄れていきますの
でご安心ください。昼間お留守になりがちのお宅で
は、においがこもる場合がありますのでその場合は
換気を行ってください。

のびちぢみついて
■カーテンの品質が綿・麻・絹やレーヨンを使用し
ているものは室内の環境条件（温度・湿度）によっ
て若干の伸縮があります。高温・多湿の状態が最も
よくありません。
■クリーニングなどで多少のちぢみが発生した場合
は、アジャスターフックのツメの位置を移動してい
ただければ、丈の微調整ができます。

　（ウラ面参照）

■カーテンは折りたたんで梱包してありますので、
たたみシワが残っている場合がありますが、そのま
まレールに吊るしていただければ、しばらくします
とシワは自然にとれま
す。ただし、素材によって
は吊っただけではとれ
ない場合がありますの
で、その場合はご相談く
ださい。



すべてのカーテンの取扱いは、ラベルの絵表示
の内容をよくお確かめの上、お洗濯してください。
ウラ面の絵表示の見かたをご参照ください。

ご家庭でお洗濯をする場合
■はじめに
　ホコリをよくはらって、フックをすべてはずします。
取扱い絵表示ラベルに従ってお洗濯方法をお選び
ください。
■洗剤と漂白剤
　洗剤は、中性洗剤をご使用ください。漂白剤のご使
用は絵表示に従ってください。

■洗い
　洗濯機の場合
　ヒダ山に合わせてたたみ、さらに
大きな洗濯ネットがあれば、ネッ
トに入れて洗います。一度に洗濯
するカーテンの枚数は大きさに
もよりますが、1 ～ 2 枚が適当で
す。水量は最大で、水流は弱水流
にし、30℃以下のぬるま湯か水で
洗濯してください。素材にポリエ
ステルを含むカーテンは、洗い過
ぎると落ちた汚れが逆についてし
まう場合がありますので、洗濯は 5 ～ 10 分以内に
してください。
　手洗いの場合
　30℃以下の水で押し洗いにします。もみ洗いはシワ
の原因になるので避けてください。

　つけ置き洗いの場合
　汚れのひどいカーテンに効果的です。水温は 30℃
を限度とし、30 分～ 1 時間程度が適当です。洗剤濃
度は洗剤に表示されている濃度をお守りください。
素材・つけておく時間・洗剤濃度により、一度とれ
た汚れが逆についてしまう場合がありますのでご注
意ください。つけ置き後は、洗濯機洗いか手洗いを
してください。
■すすぎ
　すすぎのときに柔軟剤を入れると仕上がりがきれ
いになります。レースカーテンなどは、静電気防止
剤が入っている柔軟剤を使用しますと汚れがつき
にくくなります。

■脱水
　脱水は 20 ～ 30 秒程度が適当です。シワを防ぐた
めに、軽くたたんでおいたほうがよいでしょう。合成
繊維のカーテンは、脱水の時間が長いとシワがとれ
にくくなり、生地をいためます。
■乾燥
　乾燥機はちぢみの原因
となりますので、絶対に
使用しないでください。
洗濯ばさみをたくさん
使い、ヒダを作る感じで
干します。水気がだいた
いとれていれば、室内
で元のレールに吊って
自然乾燥するのが一番
よい方法です。レールに
吊るした後、全体に下
の方に引っ張って寸法
をあわせます。さらに全体を手でたたくとシワもあ
る程度防止できます。
■アイロンかけ
　絵表示に従ってください。



洗濯取扱い絵表示の見かたアジャスターフック
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■カーテンの裏側上部に『取扱い絵表示ラベル』が
縫いつけてあります。
■お洗濯の際には、絵柄の内容をよくお確かめの上、
お取り扱いください。

取扱い絵表示について

■カーテンにつけてあるフックは、強い力や衝撃を与
えますと変形したり、折れたりすることがありますの
でご注意ください。
■フックはカーテンの仕様により、差し込みアジャス
ターフックか、ギャザーフックを使用しています。
■はずしたフックでお子さまが遊ばないよう気をつけ
てください。

■フックを下げて、カーテン
の丈を微調整できます。
フックを下げすぎたら、下
から抜いて、上から差し
込みなおしてください。

フックについて

この製品は行き届いた品質管理のもとで生産されていますが、
万一不良品やお気づきの点がございましたらご連絡ください。河淳株式会社 〒103-0007 東京都中央区日本橋浜町 3-15-1
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液温は 30℃を限度とし、洗濯機で
洗濯処理ができる。
非常に弱い洗濯処理。

酸素系漂白剤による漂白処理が
できるが、塩素系漂白剤による
漂白処理はできない。

アイロン仕上げ処理ができる。
底面温度 110℃を限度として
スチームなし。

石油系溶剤（蒸留温度 150℃～ 210℃、
引火点 38℃～）でのドライクリーニング
処理ができる。弱い処理。

ギャザーフック

■はずしかた

■つけかた

液温は 40℃を限度とし、手洗いに
よる洗濯処理ができる。

ドライクリーニング処理が
できない。
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タンブル乾燥処理は
できない。
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フック


